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1 翻訳とジェンダーについての研究

２つのテーマについて研究を行っています。

(1) 小説の女性たちはどう翻訳されてきたか？
(2) ジェンダー平等を実現するために、

翻訳にできることはなにか？

【主な出版物】

2 世界の文学翻訳研究の紹介

様々な地域と言語に関わる文学翻訳について、

25の事例研究を書籍にまとめました。

 地域：アジア、アフリカ、欧米、中南米など
 言語：イタリア語、英語、オランダ語、カタルーニャ語、

 中国語、ドイツ語、トルコ語、ナイジェリア英語、
  日本語、フランス語、ヘブライ語、ロシア語など

3 江戸時代の通訳の研究

対馬の雨森芳洲と日本語-朝鮮語
の通訳について研究をしました。
雨森は日本初の通訳学校を作り、
多文化共生を唱えました。
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翻訳をジェンダーする

(筑摩書房 2024)
Translating Women

(Routledge 2017 共著)

The Palgrave Handbook of  

Literary Translation

(Palgrave Macmillan 2018 共編著)

Tsūji, Interpreters in and   

Around Early Modern Japan

(Palgrave Macmillan 2023 共著)
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